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話題提供 薬剤師の役割～薬にまつわる話～
彦根薬剤師会 すみれ調剤薬局 射手矢愼一薬剤師

去る１月２３日に、第６回目の研究会が開催されました。

日時：１月２３日（木） 18:30～20:30
会場：くすのきセンター １階研修室
参加者：６１名（医療関係者：25名、福祉関係者：12名、行政等：24名）

今回は、26年1月にオープンした、くすのきセンター（正式名称：彦根市保健・医
療複合施設）で初めての開催をしました。２階、３階の関連するお部屋の見学の
後、彦根薬剤師会から話題提供をいただき、そののち、７つのグループに分か
れて意見交換を行いました。

← 関係者が研修などに
使用できます。 →

居宅療養管理指導で

患者さんや介護者さんの

お話を聞いています。

お薬のことで

お困りの時、？？の時には...... 

溶けにくいお薬、

一包化......
ぷるす調剤薬局 三浦 崇薬剤師

リリー薬局 池田富美子薬剤師



連絡先：ことう地域チームケア研究会事務局（湖東健康福祉事務所）
TEL：0749-22-1770

グループワーク・自己紹介タイム
★講演を聞いた感想・もっと知りたいこと
★今、私たちの取り組んでいること など

次回は…３月１３日（木） 18:30～20:30
テ ー マ：最後まで気持ちよいお口で過ごすために

＝高齢期の歯科保健管理のメリット＝
会 場：くすのきセンター １階研修室
担当団体：彦根歯科医師会

※申込み不要、当日会場へお越しください

利用者さんのために、
ありがとうございます！

今回は参加者が少なめでしたが、その分、各テーブルに薬剤師さんがおら

れ、みなさんは「気軽に質問できてよかった！」「居宅療養管理指導のことは

全く知らなかった」「いろいろなことが聞けてよかった！」と言われていました。

お薬のことでわからないことは、かかりつけ薬局でなくても相談してください

と心強いお言葉をいただきました。



・ 4年前に父親がペースメーカ手術を受けて以来の、グレープフルーツについての疑問が
解決できました。
直接薬剤師さんに質問（しかも気軽に）出来たのでよかった。

・
調剤する際（在宅訪問する時も）、雑談の中に患者さんの情報を引き出しておられた
り、毎回記録を残しておられるということで、医師には聞けなくても聞く場所がありよかっ
たと思いますし、そこから医師につながることがあるということが、ありがたいと思いました。
また、500円で配達だけでなく指導もしてくださっているということを知り、活用してもらい
たいなと思う方もいらっしゃるので伝えていきたいと思います。

・ 各グループに薬剤師がいてくださり、気さくに聞くことができた。

・ 薬剤師は往診医と同じ役割を担っている在宅医療に不可欠なポストだと思った。
１時間の訪問時間の中で、４５分雑談…大事なことで、介護者の心のケアに役立って
いるのですネ！

・ 錠剤を砕いて服用しているケースをよく聞くが、薬の効果は一緒なのか

・ 今日はお薬の詳しい話が聞けて良かったです。お薬手帳の無駄が皆さんから出ていま
した。早く統一するべきですね。彦根市独自のお薬手帳を作るようアイデアを募るとい
いですね

　 話題提供に関して、
  　「参考になった点」「もう少し聞いてみたい点」「報告したい点」など

こんなこと、思いました！


